
地下鉄７号線中間駅まちづくり方針改定版【概要版】

● まちづくりのコンセプト

〜みどりと未来にこころ浮き立つ、人を育てる100年続くまちづくり〜

● 土地利用イメージ
地下鉄７号線延伸に伴う中間駅周辺地区は、さいたま市の東部地域とな

る浦和美園地区及び岩槻駅周辺地区の副都心間に位置し、緑地や農地が広
がる地域であり、周辺には目白大学さいたま岩槻キャンパスがある。

鉄道延伸計画の進展に合わせ、「地下鉄７号線中間駅まちづくり方針」
を改定し、まちづくりの規模や新たなまちの在り方、その実現に必要な施
策等について示した。

駅まで徒歩10分程度（半径約800ｍ）の
範囲を基本として、ウォーカブルで緑豊
かな環境として整備し、対象エリア内に
都市機能を集約していく。

また、周辺の住宅エリアでは、地区外
の農業エリアとの連携により里山的風景
が広がる環境を創出し、新たな田園都市
的まちづくりを形成していく。

※イラストはイメージであり、今後の検討により変更がある可能性があります。

● まちの空間テーマに沿った施策展開

● 概要

中間駅周辺には、かつて湧き水が存在していたことから「浮き立つ土地」を意味する「浮谷」と呼ばれて
きた歴史があります。そこで、豊かなみどりの保全と先端技術を活用した未来感あふれ、人々がワクワクす
るような魅力ある空間の創出によって、ここで生まれ育つ人の営みが100年続くような循環を生み出すこと
を目標とする。

定住人口
約10,000人

対象面積
約120ha
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● 鉄道事業とまちづくりの一体的な実施

● まちづくりの規模

中間駅の整備と併せて進める複合市街地としてのまちづくりの
推進に向け、目指すべきまちの規模を以下の通り設定した。

現状の土地の利用状況は、畑や山林等の自然的土地利用が半数
を占めており、屋敷林や社寺林といった樹林地が点在するなど自
然豊かな環境となっている。一方で、住宅用地や工業用地等も点
在している。

一部高低差が入り組んでいる箇所もあるものの、東西の河川エ
リアに挟まれた比較的なだらかな台地が形成されている。

中間駅周辺にかつて存在した「武州鉄道」は昭和初期に廃線に
なっていましたが、目白大学さいたま岩槻キャンパスの正門へ向
かう道路の一部に、線路跡地が利用されており、鉄道が通ってい
た面影が感じられる。

● 対象地域の現状

農

農

農

農

まちづくりは、中間駅の
設置に伴うものであり、鉄
道事業との一体的な実施が
欠かせないため、地下鉄７
号線延伸事業の事業フェー
ズと連携を図る。

鉄道事業と連携した整備の推進


